
【第10回】
東京都太陽光発電設備

高度循環利用推進協議会

2026年2月10日（火）
15：00～
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Agenda

1. 開会挨拶
2. リサイクル施設の追加公募について
3. リサイクル補助について
4. リサイクル設備導入補助について
5. リサイクル補助ＰＲ動画
6. ソーラーウィーク2025
7. 首都圏リサイクル施設の紹介

• 株式会社浜田

8. 情報提供
• 国の動き（リサイクル法制度案）

• 国の動き（ガラスtoガラス技術開発委託事業）

本日の次第
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協議会委員
役職・氏名（敬称略）団体名区分

幹事 増田 幹弘一般社団法人 日本太陽光メンテナンス協会メンテナンス業者・
検査修理業者 専務理事 大門 敏男一般社団法人 新エネルギーO&M協議会

副会⾧ 高橋 仁一般社団法人 東京建物解体協会取外し・解体業者

株式会社浜田
O&M技術開発部⾧ 浪越 悠介

一般社団法人 東京都産業資源循環協会
収集運搬業者・
リサイクル業者 株式会社リーテム

エコマネジメントユニット⾧
山崎 隆久

株式会社エヌ・ピー・シー
環境関連営業部環境営業グループ 部⾧補佐
宇田 賢司

リユース業者
丸紅株式会社
電力・インフラ国内サービス事業部部⾧代理
新井 信行

積水ハウス株式会社
ESG経営推進本部環境推進部課⾧
村井 孝嗣

一般社団法人 住宅生産団体連合会ハウスメーカー

シニアアドバイザー
西堀 仁一般社団法人 太陽光発電協会モジュールメーカー

常務理事兼事務局⾧ 大槻 浩之一般社団法人 日本PVプランナー協会販売・施工業者

川崎市オブザーバー
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リサイクル施設の追加公募について
太陽光パネルを適正にリサイクルできる施設を追加公募

１ 公募の対象
次の要件をすべて満たす産業廃棄物中間処理業者

（１）首都圏に所在する施設において、表１に記載する方法で、シリコン系の使用済住宅用
太陽光パネルのリサイクルを行うことができる者

（２）表１に記載する方法で、令和２年４月１日から申請日の前月末までの期間において、
首都圏で使用済太陽光パネルの中間処理を1年以上行った実績がある者

再生利用率処理方法太陽光パネルを
構成する素材

再生利用と熱回収の 再生利用
と熱回収の合計の重量が、使
用済住宅用太陽光パネルの総
重量の８０％以上となるよう
に処理を行うこと。
ただし、熱回収に算入できる
重量は、使用済住宅用太陽光
パネルの総重量の２０％まで
とする。

アルミ及びガラスを分離して、アルミ及び
ガラスについて、それぞれ再生利用を行う。

アルミ及び
ガラス

アルミ及びガラスを分離した後のセル、 封
止材及びバックシートについて、次のいず
れかの方法により処理すること。
(ア) 有用金属の再生利用（非鉄金属精錬

業者への引渡し）
(イ) 溶融処理によるスラグの再生利用
(ウ) 熱回収施設における熱回収

セル、封止材、
バックシート

表１ リサイクルの方法

２ 公募期間
令和７年６月２日から令和７年11月７日まで
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リサイクル施設の追加公募について
令和７年度は新たに2つの施設を指定

都が指定する首都圏のリサイクル施設数

Ｒ７年度Ｒ６年度Ｒ５年度

10カ所８か所６か所

施設所在地事業者指定年度

埼玉県大里郡寄居町株式会社ウム・ヴェルト・ジャパン①

Ｒ５年度

茨城県牛久市環境通信輸送株式会社②
神奈川県川崎市東京パワーテクノロジー株式会社③
東京都大田区株式会社浜田④
茨城県常総市水海道産業株式会社⑤
茨城県東茨城郡茨城町株式会社リーテム⑥

茨城県築西市株式会社アロウズ⑦
Ｒ６年度

群馬県伊勢崎市Ｊ＆Ｔ環境株式会社⑧

埼玉県行田市株式会社杉浦土木⑨
Ｒ７年度

栃木県芳賀郡株式会社国際資源リサイクルセンター⑩

指定時期
７月

12月

⇒ 令和８年度も、リサイクル施設を公募予定



都内の住宅から排出される使用済住宅用太陽光パネル（発電出力50kW未満）をリサイクル
するために、都が指定するリサイクル施設に、太陽光パネルの処理の委託を行う排出事業者、
又は所有者

補助対象者

２５,０００円／kW補 助 金 額

令和５年６月１日～令和９年９月30日まで期 間
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リサイクルに要する費用の一部を補助

リサイクル補助について【使用済住宅用太陽光パネルリサイクル促進事業】

排出事業者 リサイクル
処理業者

太陽光パネル
撤去依頼

収集運搬収集運搬依頼

収集運搬
業者

所有者
（施主）

環境公社
補助金申請

マニフェスト提出

補助金交付
（2.5万円/kW）

補助金申請 マニフェスト提出

補助金交付
（2.5万円/kW）

補助事務の流れ

補助金の流れ

マニフェストの流れ

廃棄パネルの流れ

パネル撤去施工業者
• 解体工事業者
• リフォーム業者
• 太陽光パネル施工業者 等

ガラス

アルミ枠

セル等

リサイクル

又は

都に登録のある解体工事業者（2,300 社）へリーフレット送付（令和８年１月）

リサイクル補助実績

Ｒ７年度Ｒ６年度Ｒ５年度

１６件６件８件 ※Ｒ７年度は１月末の件数
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Ｒ８年度より都単独補助を拡充

リサイクル設備導入補助について【高度再資源化設備導入促進事業】

東京都予算案の概要（１月30日公表）より

事業者国補助 都補助

１/２ １/４ １/４

事業者都補助

１/２ １/２

都単独補助のイメージ

国補助併用のイメージ
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リサイクル補助ＰＲ動画
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リサイクル補助ＰＲ動画

ＳＮＳ等

HP、Ｘ、FaceBook等への掲載

東京都環境公社の媒体も活用

電車広告

都営地下鉄、東京メトロ、ＪＲ等の車内メディア

サイネージ

環境局 FaceBook環境局 X

抽選で掲載無料の場所なども活用

ＳＮＳや電車広告などの媒体を活用してＰＲ動画を発信
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ソーラーウィーク2025

テーマ ：適正処理・リサイクル 政策動向 及び
『取り外し～収集・運搬～リサイクルの現状と課題』

日時 ：令和７年11月10日（月）9：30～12：00
セミナー形式 ：オンライン

講演者講演タイトル時間

経済産業省 資源エネルギー庁
省エネルギー・新エネルギー部 新エネルギー課
課⾧補佐 末澤 理希 様

地域と共生した再エネの導入に向けた取組
及び太陽光パネルのリサイクルの推進

9:30～
9:50

東京都 環境局 資源循環推進部
資源循環調整担当課⾧ 山中 敏晃東京都の太陽光パネルリサイクルの取組

9:50～
11:20

一般社団法人東京建物解体協会
副会⾧ 高橋 仁 様

今後の太陽光パネルに関する課題・問題点等に
ついて

公益財団法人福岡県リサイクル総合研究事業化センター
プロジェクト推進班⾧・企画主幹 田尻 興保 様

太陽光パネルスマート回収システムの概要及び
太陽光パネルの収集・運搬にかかる課題について

株式会社浜田
代表取締役 濵田 篤介 様

太陽光パネルのリサイクルの現状と課題
～水平リサイクルへの取り組み～

AGC株式会社 建築ガラス アジアカンパニー
技術・製造統括部 生産技術・管理グループ
フラットガラス管理チーム 兼 フラットガラス開発
チームマネージャー 竹本 智典 様

太陽光パネル由来のガラスカレットの
板ガラス向けリサイクルの取組状況・課題

登壇者によるディスカッション
＜モデレータ＞ 一般社団法人太陽光発電協会 シニアアドバイザー 西堀 仁 様

11:20～
12:00

ソーラーウィーク2025において、リサイクルをテーマとしたセミナーを実施
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首都圏リサイクル施設の紹介

株式会社 浜田様 資料



12

情報提供【国の動き】

太陽光パネルのリサイクル法制度案 R8.1.23 太陽光発電設備
リサイクル制度小委員会資料抜粋



情報提供【国の動き】

太陽光パネルのリサイクル法制度案 R8.1.23 太陽光発電設備
リサイクル制度小委員会資料抜粋
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情報提供【国の動き】

ガラスtoガラス技術開発委託事業（環境省）

14

令和７年度補正国内資源循環体制構築に向けた再エネ関連製品及びベース素材の
全体最適化実証事業の公募（令和８年１月23日発表）

○太陽光パネルのリサイクル推進を目的として、動静脈連携による太陽光パネル由来のガラ
スの水平リサイクルの技術開発により、再生ガラスの品質向上を行うことで、未利用資源
の活用体制構築を促進する実証（委託事業）を行うもの

■予算
１件あたり上限１億円（税込）

■事業実施期間
原則として、事業採択後の契約締結日から令和９年３月末まで

■公募のスケジュール
・ 公募の開始 ：令和８年１月23日（金）
・ 質問受付締切 ：令和８年２月 ６日（金）
・ 申請書提出締切 ：令和８年２月13日（金）
・ 評価審査委員会の開催 ：令和８年３月上旬～中旬（予定）

R8.1.23 環境省報道発表より抜粋



太陽光パネルリサイクル事業紹介
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事業内容

ソフト

アセット

金属
スクラップ

産廃処理

海外

産廃処理
コンサル

EPC/O&M

経営理念
誠実・感謝・感動

パーパス
環境課題を価値に転換し世界をインスパイアする

経営ビジョン
「誠実・感謝・感動」をモットーに

環境ソリューションのファーストコールカンパニーになる

1973

設立

1993

産廃事業
開始

1997 2003

蛍光灯処理
開始

鉛蓄電池
リユース
開始

2008

関東進出

2015

PCB
処理開始

2017 2022

PV処理
開始

（一社）
SP2R

協会設立

2023

リクシア㈱
設立

2024

使用済み
紙おむつ
処理開始

沿革

拠点

金属
スクラップ

海外

産廃処理
コンサル

EPC/O&M

東京支社（東京都新宿区）
TRC（東京都江戸川区）
TSO（東京都江戸川区）
KELC（東京都大田区）

本社（大阪府高槻市）
ORC（大阪府高槻市）

KPRC（京都府八幡市）

中部事業所（愛知県豊川市）

九州営業所（福岡県北九州市）

ORC:大阪リサイクルセンター
KPRC:京都PVリサイクルセンター
TRC:東京リサイクルセンター
TSO:東京リサイクルセンターサテライトオフィス
KELC:京浜島エコロジセンター

会社概要

金属
スクラップ

産廃処理

海外

産廃処理
コンサル

EPC/O&M

商 号｜株式会社浜田

本社所在地｜大阪府高槻市真上町2-2-30

資 本 金｜3,000万円

設 立｜1973年11月8日

従 業 員 数｜197名（2025年9月1日時点）

売 上 高｜41.6億円（2025年7月期）

代 表 者｜代表取締役 濵田 篤介

会社紹介



 東京都でPV処理事業スタート
【PV専用装置では東京都初】

 京都PVリサイクルセンター開設
（以下「KPRC」)【PV専門処理工場開設】

 移動式アルミフレーム、ジャンクションBOX分離装置を開
発

 AGC株式会社とPVガラスの水平リサイクル開始

 セントラル硝子プロダクツとPVガラスの水平リサイクル開始

 資源循環システム表彰受賞 ※1

 太陽電池モジュールのリサイクル方法特許取得

 国内資源循環体制構築に向けた再エネ関連製品及び
ベース素材の全体最適化実証事業採択 ※２

 一般社団法人太陽光パネルリユース・リサイクル協会設立

 東京都太陽光発電設備高度循環利用推進協議会へ参画

2015 2017 2020 2021 2022 20232019

 早稲田大学などとリサイクル共同研究
【太陽光パネルの選択的解体方法およ
び解体装置の特許出願

 丸紅㈱とリクシア㈱を設立

 KPRCにPVリサイクルハンマーの増設

2024

 太陽電池モジュールのリサイクル方法特許出願

 サーキュラーエコノミーあいち参画

 NEDO:太陽光発電リサイクル技術開発
プロジェクト「低コスト分解処理技術実証」

2025

 KPRC処分業許可取得

 アルミフレーム・J-BOX分離装置特許所得

※１ 一般社団法人産業環境管理協会資源・リサイクル促進センター

※２ 公益財団法人 廃棄物・３Ｒ研究財団 3

太陽光パネル2R事業の取り組み
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PVパネルの処理方法の分類とそれぞれの特徴

１台あたり能力処理後のガラス処理技術の特徴メーカー・開発者処理機 / 処理技術処理方法 区分

約10.8ｔ/日

• 板状で回収

• ガラス側のEVA残膜厚は

0.1mm以下

• 約300℃に加熱したナイフでEVAを溶融し、
ガラスを割らずに、その他の部材と分離する。

株式会社エヌ・ピー・シーホットナイフ処理① 切断

約16.2ｔ/日
• 板状で回収
• ガラス品位99.999％

• 窒素雰囲気の分解炉でEVAを熱分解し、
発生したEVA分解ガスを、大気雰囲気の燃
焼炉でLPGバーナーによって焼却する2段階
処理を行う。

株式会社新菱熱分解処理方式② 熱処理

約2.4ｔ/日

• 粒状で回収

• 剥離したカバーガラスとブラスト材
は、ふるい装置で分別され回収

• 粒状の投射材料を圧縮エアー又はモーター
駆動によってカバーガラス表面に噴きつけ、カ
バーガラスを剥離する。

未来創造株式会社ブラスト工法

③ ガラス破砕

約9.6ｔ/日

• 粒状で回収

• 一体化した分別工程で、風力選
別、色選別、金属検知器を経て
各種素材に分別し、ガラス精製
システムにより異物を除去する

• ローラーで大きなガラス片を剥離して、ブラシ
で、細かいガラスや導線、発電セルなどをそぎ
落とす。

• 剥がしたガラスなどは、ベルトコンベヤーで運び、
ホッパーで一時的に保管する。

廃ガラスリサイクル事業協同組合ガラスわーけるⅢ型

約4.8ｔ/日
• 粒状で回収

• ガラスの85～90%を回収

• ロール型圧縮破砕に数回通して、ガラスを除
去する。

近畿工業株式会社ReSola

約4.8ｔ/日

• 粒状で回収

• １回の処理でほぼ完全にガラスを
分離可能

• 回転リサイクルハンマー打撃工法により、加熱
したパネルをハンマーで打撃することでガラスを
破砕する。

株式会社チヨダマシナリーPVリサイクルハンマー

出所:中央環境審議会循環型社会部会太陽光発電設備リサイクル制度小委員会



PVリサイクルフロー

銅等の評価で
スクラップリサイクル

アルミ原料として
リサイクル

板ガラスメーカー
にてガラス原料へ

精錬会社にて
溶解後Ag等抽出

処理プロセス

路盤材など

路盤材
（一部埋立）

精錬会社にて
溶解後Ag等抽出
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路盤材
（一部埋立）



太陽光パネルの約6割をガラスが占める

 太陽光パネルの重量構成比

路盤材, 

207.3t,17%

発泡ガラス, 

210t, 17%

グラスウール, 

144.3t, 12%
ガラス砂, 328.4t, 

26%

その他, 81.2t, 

7%

不明, 

264.9t, 21%

 PVガラスのリサイクル用途割合

現状、ガラスのリサイクル先は土木資材が主流

6

引用:太陽光発電開発戦略2020（NEDO PV Challenges 2020)

出所:令和６年度使用済再生可能エネルギー発電設備の
リサイクル等の推進に係る調査・検討業務 より㈱浜田作成

太陽光パネルの重量比とガラスリサイクル用途



※2:旭ファイバーグラス㈱ https://sdgs.afgc.co.jp/sustainability-03/index.html

グラスウールはすでにリサイクルカレットの使用率が高い
➔太陽光パネルを受入キャパは少ない（組成調整など少なからず生原料の使用は必要）

使用率高
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引用:令和３年度使用済太陽電池モジュールのリサイクル等の推進に係る調査

リサイクルカレット利用用途の現状



リサイクルカレットの受入規格

 PVガラスの高度利用するため、水平リサイクルできる受入規格は?

サイズと許容濃度異物種類

10mm以上
無いこと

10mm未満
20ppm未満フィルム、紙、ゴム、木片等有機化合物

0.5mm以上
無いこと

0.5mm未満
10ppm未満砂利、セラミック、セメント等

1mm以上
無いこと

1mm未満
10ppm未満ステンレスを除く鉄片

無いことアルミ、ステンレス等非鉄金属類

出典:AGC 板ガラスのリサイクルの現状と課題より、㈱浜田作成

既存処理設備での樹脂残存量

既存処理設備だけではガラス分離できても

板ガラスでの利用は出来ない。

WJ未処理依頼品名

41.3284乾燥後重量(g)

41.2854強熱後重量(g)

0.0430減量(g)

4084.50有機物量(ppm)

引用:東京都産業技術研究所テスト依頼試験結果より
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ウォータージェット工法

分析結果

 ガラスの高度利用するための有機物除去プロセス

処理前

拡大写真

処理後

ウォータージェット工法を施したPVガラス比較写真

処理後のPVガラスにウォータージェット工法を施すことで、残存有機物量が10～20ppm以下まで除
去ができた。そのため、板硝子協会の受入基準に適合し水平リサイクルが可能となった。

特に難しいのがガラスの表面に凸凹なエンボス加工が施されており、その溝の中に有機物が
残ってしまう。今回の技術を使用すれば、それらも綺麗に除去が出来た。

サンプル②サンプル①依頼品名

40.139939.8558強熱前重量(g)

40.139839.8556強熱後重量(g)

0.00010.0002減量(g)

0.0010600.001980減少率（％）

10.6019.80有機物量(ppm)

引用:東京都産業技術研究所テスト依頼試験結果より

写真提供:㈱スギノマシ
ン

ウォータージェット工法

【特許】
発明の名称:「太陽電池モジュールのリサイクル方法」

特許番号:特許第7765110
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水平リサイクルの実用試験

 ウォータージェット処理後のガラス実用性確認

引用:AGC News Release引用:AGC News Release 引用:セントラル硝子プロダクツ株式会社様ホームページより引用:セントラル硝子プロダクツ株式会社様ホームページより
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引用:ユニチカガラスビーズホームページより



【参考】一般社団法人太陽光リユース・リサイクル協会

◆理念
2012 年の再生可能エネルギーの固定価格買取制度(FIT制度)の開始を契機として、太陽光発電パネルの導入が急速に拡大している中、

当協会では適切な使用済みパネルのリユース・リサイクル促進のため、様々な啓発活動を行う。関係省庁及び地方自治体のカウンターパートと
しての役割を担うため、リユース・リサイクル業者だけでなく、発電事業者、太陽光パネルメーカー、リサイクル装置メーカー、ガラスメーカー、学術研
究者などの様々な主体と連携し、課題解決に向けた幅広い活動を展開し、使用済パネルの適切なリユース・リサイクルスキーム確立することを目
指す。

◆主な活動
（1）法整備・規制による適正処理の促進
（2）新たなリユース・リサイクル技術の研究・開発
（3）リサイクル資源（ガラス・バックシート等）の基準づくりと付加価値向上のための研究・開発
（4）太陽光発電にかかる全てのステークホルダーによる連携
（5）適切なリユース・リサイクル促進のための普及啓発活動等

◆設立日 2022年11月1日

◆会員数 83社（2025年9月時点）

すなわち、関係各主体が連携協力、協働することによって、使用済太陽光パネルの効率的で適正な2Rを促進する。

つまり、SDGsの第17番目パートナーシップの実現!
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計83社（2025年9月1日時点）

丸山喜之助
商店 J＆T環境

こっこー アンカーネット
ワークサービス

壱良産業

サキンエコリサイクル

新菱
（リサイクルテック）

近畿電電輸送

浜田 桜木総建

平林金属 共栄九州

高良

加山興業

大坪GSI

HARITA

宮城衛生環境公社東芝環境
ソリューション

石坂産業

丸両自動車運送 北日本環境

リサイクル事業者（44）

販売事業者（10）

ベストワン

リユース・リサイクル機器（5）

タイガーチヨダ

エコスタッフ
ジャパン

関連団体（３）

東京海上
日動火災保険

日本太陽光
メンテナンス協会丸紅 大和エネルギー 住友商事 UPDATER

発電事業者（7）

ガラスメーカー（2）

TRE
ホールディングス

TREガラス

エネテク サニックス 藤巻建設 JESCO
ホールティングス TES

EPC/O&M（9）

モジュール製造メーカー（2）

ハンファジャパン

セブン-イレブン
ジャパン

Green prop

エコシティ

シーエナジー

昭和製線

アースサポート

電源群馬

アビヅ

ドニコインターENEOSリニューアブル
エナジー・マネジメント

国際資源
リサイクルセンター ナコード

都市資源開発

増商

コーユーレンティア

デンケン

喜多機械産業DMM.com

フジテックス

テス東北
（スバル興業）

Power eee

エコテクノ
（Sundoホールディングス）

山九

啓愛社

街クリーン

運搬事業者（1）

三菱HC
キャピタルエナジー

AGCオリエント商事

JA三井リース
アセット

しがぎん
エナジー

カナディアン・ソーラー・ジャパ
ン

ミライト・ワン

グッドライフ

高俊興業

野村興産

オリックス環境

エヌ・ピー・シー

フジプレミアム

日曹金属化学

3R

三和興業

サニックス

トスマク・アイ

ウム・ヴェルト・
ジャパン

耕雲商事
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【参考】太陽光リユース・リサイクル協会（会員一覧）



太陽光パネルリサイクル事業の紹介動画

13
https://youtu.be/YkMtQpIlOVU




